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１．研究の背景

六割以上の人が亡くなる、がん、心筋梗塞、脳卒中の治療のために、内視鏡やカテーテル、詰まった血管を開くステントなど、
血管内で治療する機器の大きな進歩が望まれています。特に、従来の材料はアレルギー性の高いニッケルを多く含んでいます。
このため、しなやかで血管の動きに合い、ニッケルなどの元素を含まずに安全で、信頼性が高く、さらに医師が治療しやすくなるよ
うな新しい医用材料が必要となっています。

２．研究の目標

このため、いつでも血管に合う形状を取るためのメカニズムを解明し、このような新しい医用材料を開発します。さらに、レントゲ
ンに写り易い機能や、体外から磁石で形状を変えられるような機能も付加します。

３．研究の特色

体に安全な金やチタンなどの元素を使い、ナノテクノロジーで内部の原子の並び方を制御して、このような材料を作り出します。
さらに、新しい治療機器に展開していきます。

４．将来的に期待される効果や応用分野

現在使われている治療機器の多くは欧米製です。安全に長期間使用できる日本製の新材料により、日本発の治療機器を
作れるようにもなります。また、治療機器がレントゲンに写り易いため治療しやすく、被爆量も少なくできます。体外から治療機器
が操作できるようになれば、抗がん剤の投与も効率よくかつ最小限にすることができるなど、医療技術の大きな進歩が期待でき
ます。
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